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　口の中には、約600種
類の細菌が存在し、歯垢
1mgには約1億個の細菌
が存在しています。身体が
健康な場合であれば問題
のない細菌も、手術によっ
て免疫が低下すると、肺炎
や感染症などの合併症を
引き起こし、治療を長引か
せることがあるため、手術前
に口の中をきれいにしてお
くことはとても重要です。
　病気が診断されてから入
院～手術～回復までの期
間を周術期といいます。合
併症を防ぎ、円滑な治療のために本院では、平成24年か
ら以下のような周術期の口腔機能管理（周術期口腔ケ
ア）を開始し、令和２年度には約1,600名の患者さんに実
施しました。

　周術期口腔ケアの内容
　・包括的口腔ケア（口腔内清掃、衛生指導など）
　・歯性感染巣のコントロール（むし歯、歯周病治療）
　・口腔機能の維持管理（咀しゃく機能、唾液腺機能

の維持など）
　・手術時の気管挿管による歯の損傷予防のための

マウスプロテクタ作製

今回は、本院口腔管理センターが行っている周術期口腔
機能管理 （周術期口腔ケア）についてご紹介します。

周術期の口腔ケア
（口腔機能管理）について

　本院では、全身麻酔手術のうち、特にがん手術、心臓血管手術、
脳外科手術、臓器移植手術、人工関節置換手術などを受ける患者
さんを対象に口腔ケアを行っていますが、それ以外の全身麻酔手
術の患者さんも地域の歯科診療所と連携し歯科的サポートを受け
ていただけるようにしています。
　本院での全身麻酔手術が決定した患者さんには主治医より口
腔管理センターへの受診をお願いしています。本センターでは、口
腔内診査を行い、それを基に口腔管理計画を立て、治療の必要な
方には本院歯科または地域の歯科診療所を紹介するとともに、マウ
スプロテクタが必要な方には型取りし、作製を開始します。手術前
日には口腔内の細菌をできる
だけ少なくするため歯科衛生
士が口腔ケアを実施します。術
後も状態に応じて、歯科医師、
歯科衛生士が口腔ケアを行
い、退院に際しては継続的な
口腔ケアを地域の歯科診療所
に依頼しています。

　令和4年度には、本院で全身麻酔手術を受ける患者さん全員に
口腔ケアを受けていただくことが目標です。また今後、抗がん剤治
療、頭頸部の放射線治療を受ける患者さんにも口腔ケアの範囲を
広げ、円滑な治療に貢献できるよう努めていきたいと考えています。

周術期の口腔ケア

今後の目標

新副病院長のごあいさつ

　4月より診療担当の副病院長を拝命しました原田雅史と申しま
す。診療担当として患者様の皆様に最も近い医師として、大学病
院の診療を支えていくお世話ができればと思っています。診療で
の改善点等ありましたら、気軽に直接私宛てに、あるいは周りの病
院スタッフにお伝えいただき、私まで届けていただければ幸いに
存じます。病院内で働く医療従事者全員の能力を最大限に引き出
せるように、診療態勢と内容の整備に努めていく所存ですので、皆
様のご協力を頂戴できれば幸いに存じます。よろしくお願い申し
上げます。

副病院長（診療担当）
放射線科長

原田 雅史
（はらだ まさふみ）

　令和4年4月より看護部長に就任しました上田美香です。看護部は
看護師・助産師・看護補助者を合わせて約850名を抱える、院内で一
番大きな組織です。その組織の長として副病院長としても病院経営
に関わらせて頂くことになり、重責に身の引き締まる思いです。
　私たち看護職は、24時間365日、継続して患者さんに寄り添う
一番身近な存在です。常に患者さんとご家族を看護の中心に置き、
安全で安心していただける看護サービスの提供を目指していま
す。看護職員がいきいきとやりがいを感じながら看護ができる組
織づくりに力を注ぎます。どうぞよろしくお願いいたします。

副病院長（看護担当）
看護部長

上田 美香
（うえた みか）

患者さんにひとこと
　口腔の健康は全身の健康につながります。口腔のお困りごと
があれば歯科医師、歯科衛生士にご相談ください。また、かかり
つけ歯科医を持って継続的な口腔機能管理を行うことで、いざ
病気が判明した時にスムーズに治療にとりかかれます。

口腔管理センターのスタッフ

歯の汚れを染めると…

歯垢1mg中に
約1億個の細菌
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